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　高齢者や、障害者のみなさんの外出支援として「福祉バス」を運行しています。通院、ショッピン

グセンター、公共施設などへのお出かけにご利用ください。

福祉バスを運行しています

対象　65 歳以上の高齢者

　　　40 歳以上で介護認定を受けている人

　　　身体障害者手帳等を所持している人

利用料金　１回１００円（介助者は無料）

※利用時には介護保険証または身体障害者手帳を

　ご提示ください。

運行日

　月曜日　吉名コース

　火曜日　新庄・田万里コース

　水曜日　忠海コース

　金曜日　西野・仁賀コース

　（平日のみの運行で祝日・年末年始は除く）

　コースの時刻表は介護福祉係・支所・出張所に

あります。また、市ホームページにも掲載してい

ます。

●気象状況により、運休することがあります。

　豪雨災害により、福祉バスの運行コースに土砂

崩れが発生している箇所があるため、今後も通行

の安全確保のため、福祉バスを運休することがあ

ります。

　運行状況については、お問い合わせください。

また、運休については市ホームページ及びタネッ

トでもお知らせします。

問い合わせ

　健康福祉課介護福祉係

　☎２２-７７４３

かけがえのない命を大切に

９月 10日（月）～ 16日（日）は自殺予防週間です

いのちのホットライン竹原
☎２２- ９１０２

　県内の自殺者数は、431 人（平成 28 年）で

平成 22 年以降減少傾向にありますが、西部東

保健所管内（竹原市、東広島市、大崎上島町）

では、ここ２～３年減少していない状況があり

ます。

　市では、平成 30 年３月に自殺対策計画を策

定しました。自殺対策に必要なことは、社会全

体の自殺リスクを低下させるために、①自己肯

定感や信頼できる人間関係、危機回避能力等の

「生きることの促進要因」を増やすこと、②失

業や多重債務、生活苦等の「生きることの阻害

要因」を減らすことです。

　悩んだ時に、ひとりで抱え込まない環境づく

りを促進するとともに、周囲の人が自殺のサイ

ンを見逃さずに支え、誰も自殺に追い込まれる

ことのない地域づくりを目指します。

●心のＳＯＳに気づき、支える地域を目指して

　計画では、５つの基本目標を定め、実現に向

けて取り組んでいきます。

①市民の自殺予防に向けた意識の醸成（住民へ

　の啓発と周知）

②相談窓口の周知徹底と居場所づくり（生きる

　ことへの促進要因の支援）

③人材育成（自殺対策を支える人材の育成）

④関係機関の機能強化と連携（地域における　

　ネットワークの強化）

⑤児童生徒のＳＯＳの出し方に関する教育

問い合わせ

　保健センター　☎２２-７１５７

　話を聞いてほしいと思ったら、いつでも電話

をしてください。名前を告げる必要はありませ

ん。お会いして、お話を聞かせていただくこと

もできます。

開設時間　毎日９時～ 18 時

　※９月の休館日は 23 日㈰で、お盆と年末年

　　始は休館します。

開設場所

　ふれあい館ひろしま

　（中央２-４-３）
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板竹原市役所

〒 725-8666

竹原市中央五丁目 1 番 35 号

http://www.city.takehara.lg.jp/

　

補
助
・
助
成

　

電
気
式
た
ん
吸
引
器
や
特
殊

マ
ッ
ト
な
ど
の
日
常
生
活
用
具
等

の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
詳

し
い
品
目
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
重
度
身
体
障
害
児
（
者
）

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

　

る
重
度
知
的
障
害
児
（
者
）

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

交
付
を
受
け
て
い
る
重
度
精
神

　

障
害
児
（
者
）

　

車
椅
子
、
補
聴
器
等
の
身
体
上

の
障
害
を
補
う
た
め
の
用
具
の
購

入
や
修
理
を
す
る
際
に
、
費
用
の

支
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
詳
し

い
種
目
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
）

対
象

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
て
い
る
人

②
難
病
患
者
等
（
対
象
と
な
る
疾

　

患
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。
）

日
常
生
活
用
具
等
の

給
付

 

補
装
具
の
支
給

④
難
病
患
者
等
（
対
象
と
な
る
疾

　

患
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。
）

※
障
害
等
級
や
障
害
名
な
ど
、
そ

　

の
他
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

自
己
負
担

　

原
則
、
給
付
算
出
額
の
１
割
負

担
（
低
所
得
の
人
に
は
軽
減
措
置

が
あ
り
ま
す
。
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

申
請
書
（
健
康
福
祉
課
備
え
付

け
）
に
記
入
の
う
え
、
障
害
者
手
帳

ま
た
は
難
病
患
者
等
で
あ
る
と
確

認
で
き
る
も
の
（
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
な
ど
）
、
印
か
ん
を
持
っ
て
、

健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
。

　

☎
22-

７
７
４
３

※
種
目
に
よ
っ
て
は
、
身
体
障
害

　

者
更
生
相
談
所
の
判
定
が
必
要

　

で
す
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の
場

　

合
は
、
指
定
育
成
医
療
機
関
等

　

の
医
師
の
意
見
書
が
必
要
で
す
。

自
己
負
担

　

原
則
支
給
算
出
額
の
１
割
負
担

（
低
所
得
の
人
に
は
軽
減
措
置
が

あ
り
ま
す
。
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

申
請
書
（
健
康
福
祉
課
備
え
付

け
）
に
記
入
の
う
え
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
難
病
患
者
等
で
あ

る
と
確
認
で
き
る
も
の
（
特
定
疾

患
医
療
受
給
者
証
な
ど
）
、
印
か

ん
を
持
っ
て
、
健
康
福
祉
課
障
害

福
祉
係
へ
。

　

☎
22-

７
７
４
３

　

生
活
情
報

９
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

「
危
な
い
よ　

ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て

周
り
見
て
」

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

防
止

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

　

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
反

射
材
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
利
用
者
は
、
夜
間
は
前

照
灯
の
点
灯
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
責
任
の

重
大
性
を
十
分
に
認
識
し
、
飲
酒

運
転
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
９
月
30
日
は
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日｣

で
す

　

家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
の
大

切
さ
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
あ

い
、
交
通
死
亡
事
故
の
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

住
宅
の
耐
震
化
・
土
砂
災
害

対
策
改
修
費
用
の
補
助

　

市
で
は
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
、
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
・
土
砂
災
害
対
策
改
修
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補助制度 補助対象 補助金額

耐震診断補助
昭和 56 年５月 31 日以前に着工され
た２階建て以下の戸建て住宅・併用
住宅・長屋・共同住宅（木造に限る）

耐震診断費の
３分の２

（上限６万円※）

耐震改修補助
竹原市木造住宅耐震診断補助事業に
よる耐震診断を受け、倒壊する可能
性有と診断された住宅

耐震改修工事費
の２分の１

（上限 60 万円）

土砂災害対策
改修補助

土砂災害特別警戒区域内の住宅等
を、土砂災害に対する構造基準に適
合させる改修工事

工事費の 23％
（上限75万９千円）

問
い
合
わ
せ

　

都
市
整
備
課
住
宅
建
築
係

　

☎
22-
７
７
４
９

※補助金額を増額しました。

人のうごき
（住民基本台帳登録者数）

人口　　　　　２５，８２０人

男　　　　　　１２，３１８人

女　　　　　　１３，５０２人

　　　　　　　　１２，４２７世帯

１年前　　　　２６，４２５人

５年前　　　　２８，４２１人

－７月 31 日現在－
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９
月
20
日
㈭
～
26
日
㈬

○
ペ
ッ
ト
も
あ
な
た
の
家
族
で
す

　

周
囲
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
楽
し
く
快
適
に
ペ
ッ
ト

と
暮
ら
す
た
め
に
、
日
頃
の
し
つ

け
に
加
え
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
ペ
ッ
ト
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
り
、

　

飼
い
主
の
責
任
で
処
理
し
ま

　

し
ょ
う
。

②
首
輪
を
必
ず
付
け
、
名
札
を
つ

　

け
る
な
ど
飼
い
主
が
分
か
る
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
犬
に
は
リ
ー
ド
を
必
ず
付

　

け
、
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め

　

ま
し
ょ
う
。

④
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

　

避
妊
や
去
勢
措
置
を
行
い
ま

　

し
ょ
う
。
疾
病
予
防
や
発
情
期

動
物
愛
護
週
間

　

の
心
身
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
効
果

　

も
あ
り
、
鳴
き
声
や
ケ
ン
カ
も

　

少
な
く
な
り
ま
す
。

⑤
ペ
ッ
ト
が
病
気
に
な
っ
た
り
、

　

高
齢
化
し
た
場
合
の
介
護
に
も

　

責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

⑥
犬
や
猫
を
絶
対
に
捨
て
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
を
捨
て
る

　

こ
と
は
犯
罪
で
す
。

※
ペ
ッ
ト
は
飼
い
主
を
選
べ
ま
せ

　

ん
。
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
飼

　

い
ま
し
ょ
う
。

 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
！

　

全
国
各
地
で
猛
暑
日
が
続
き
、

局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

異
常
気
象
を
も
た
ら
し
て
い
る

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、

そ
の
要
因
と
な
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
削
減
を
目
指
し
、
９
月
に
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

不
法
投
棄
に
関
す
る
相
談
・
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
各
地
に
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
な
ど
、
不
法
投

棄
防
止
に
向
け
て
対
応
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
多
く
の
人
々
に
迷

惑
を
か
け
、
生
活
環
境
を
悪
化
さ

せ
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
ゴ
ミ
の
適
正
処
分
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
法
投
棄
に
関
す
る
情

報
提
供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

　

美
し
い
自
然
と
生
態
系
及
び
私

た
ち
の
生
活
と
健
康
を
守
る
た

め
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が

る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
（
環
境
負
荷
の

軽
減
に
配
慮
し
た
自
動
車
の
使

用
）
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
事
務
局

　

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係
内
）

　

☎
22-

２
２
７
９

住
居
表
示
の
表
示
板
調
査

　

住
居
表
示
を
適
切
に
行
う
た
め

調
査
員
が
表
示
板
の
欠
落
等
を
調

査
し
、
無
料
で
取
り
付
け
ま
す
。

調
査
地
区

　

忠
海
床
浦
一
丁
目
～
四
丁
目

調
査
期
間　

９
月
～
12
月

問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係

　

☎
22-

７
７
３
４

どうすればいいの？

～ごみの出し方・分別Q＆ A～

○
野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を　

あ
げ
る
の
は
止
め
ま
し
ょ
う

　

野
良
犬
・
野
良
猫
に
エ
サ
を
あ

げ
た
り
、
ペ
ッ
ト
の
エ
サ
の
食
べ

残
し
を
片
付
け
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
野
良
犬
等
が
集
ま
り
、
地
域

に
住
み
つ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
安
全
と
衛
生
環
境
を
保

ち
不
幸
な
命
を
生
ま
な
い
た
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
生
活
環
境
係

　

☎
22-

２
２
７
９

　ごみの出し方や分別について、特に多い質問を紹介し

ます。

Ｑ：「リサイクルする物」の「缶」・「ビン」は、別々の

　　袋に入れないといけませんか。

Ａ：「リサイクルする物」は、「ペットボトル」を除き、

　　すべて同じ袋に入れて出すことができます。

　　　「ペットボトル」だけは、キャップとラベルをは

　　がして「ペットボトル」のみを袋に入れて出してく

　　ださい（キャップとラベルは「もやせない物」です）。

Ｑ：木製の机を切って「もやせる物」として出したら、

　　回収されませんでした。どうしてですか。

Ａ：市では一斗缶以上（25cm × 25cm × 35cm 以上）の

　　ものは「粗大ごみ」として扱います。元の大きさを

　　基準にしますので、分解・解体をしても「粗大ごみ」

　　です。これは解体をするときに怪我を防ぐためでも

　　ありますので、ご理解・ご協力をお願いします。

　　　尚、「粗大ごみ」は３か月に１回、収集します。

　　事前に申し込んで出すか、直接、処分場に搬入して

　　ください。

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係

　☎２２-２２７９
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

か
ら
２
年
を
経
過
し
た
場
合
、
時

効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月

ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過
去
５

年
間
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
に
つ

い
て
遡
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
に
納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
た
こ
と
に
よ
り
年

金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が

年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、

　

５
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

　

や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

　

①
の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入

　

中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
人
。

③
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
受
給

　

資
格
が
な
く
任
意
加
入
中
の
人

　

な
ど
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

　

る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
過
去
３
年
度
以
前
の
保
険
料
を

国
民
年
金
保
険
料

後
納
制
度

　

納
付
す
る
際
は
、
当
時
の
保
険

　

料
額
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

　

（
平
成
30
年
度
に
納
付
す
る
場

　

合
、
平
成
27
年
度
以
前
の
保
険

　

料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。
）

申
込
期
限　

９
月
28
日
㈮　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

呉
年
金
事
務
所

　

☎
０
８
２
３-

22-

１
６
９
１

結
核
予
防
週
間

９
月
24
日
㈪
～
９
月
30
日
㈰

　

結
核
は
今
で
も
１
日
に
50
人
の

新
し
い
患
者
が
発
生
し
、
５
人
が

命
を
落
と
し
て
い
る
日
本
の
重
大

な
感
染
症
で
す
。

結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主

に
肺
に
炎
症
が
お
こ
る
病
気
で
す
。

一
般
的
に
は
、
咳
や
痰
な
ど
の
症

状
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
高
齢
者
は
身
体
の
だ
る
さ
が

続
き
、
急
に
痩
せ
て
弱
っ
て
き
た

ら
、
結
核
の
可
能
性
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
が
あ
れ

ば
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

　

今
は
、
効
果
的
な
治
療
薬
が
あ

る
た
め
、
服
薬
を
確
実
に
行
え
ば

治
る
病
気
で
す
。

　

結
核
も
早
期
発
見
早
期
治
療
が

大
切
で
す
。

　

    

募
集

問
い
合
わ
せ

　

県
西
部
東
保
健
所
保
健
課

　

☎
０
８
２-

４
２
２-

６
９
１
１

応
急
手
当
講
習

日
時

　

10
月
19
日
㈮　

９
時
～

場
所

　

竹
原
消
防
署
２
階
大
会
議
室

内
容

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
３
時
間
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
４
時
間
）

※
一
定
の
頻
度
で
心
肺
停
止
患
者

　

に
対
し
応
急
の
対
応
を
す
る
こ

　

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
Ⅱ
を

　

受
講
す
る
こ
と
。

募
集
人
数

　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限

　

10
月
18
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

竹
原
消
防
署
救
急
係

　

☎
23-

０
１
１
９

募集種目 受験資格 受付締切日 １次試験日

防衛大学校学生 一般

18 歳以上 21歳未満の者 (自衛隊は 23歳未満 )

高卒者 (見込含 )または高専３年次修了者(見

込含 )

※平成 31 年４月１日現在

９月 28 日㈮

※必着

11 月３日㈯

　　～４日㈰

防衛医科大学校

医学科学生

18 歳以上 21 歳未満の者

高卒者(見込含 )または高専３年次修了者(見

込含 )

※平成 31 年４月１日現在

10 月 27 日㈯

　　～ 28 日㈰

防衛医科大学校

看護学科学生

(自衛隊候補看護学生)

18 歳以上 21 歳未満の者

高卒者(見込含 )または高専３年次修了者(見

込含 )

※平成 31 年４月１日現在

10 月 20 日㈯

自衛官採用試験 問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部尾道出張所

　　　　　　☎０８４８-２２-６９４２
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高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会

～
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
体
験
～

日
時

　

９
月
24
日
㈪　

10
時
～
12
時

場
所

　

竹
原
自
動
車
学
校

内
容

　

交
通
安
全
体
験
車
（
ヒ
コ
ア

号
）
・
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
に

よ
る
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
・

ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
加
速
抑
制
装

置
の
体
験
な
ど
。
（
参
加
費
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

９
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
竹
原
地

区
交
通
安
全
協
会
（
竹
原
警
察
署

内
）
☎
22-

７
８
７
１
へ
。

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

　

公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
の
指
定
を
受
け
る
に
は
、
資

格
が
必
要
で
す
。

試
験
日
時　

11
月
25
日
㈰

　
　
　
　
　

12
時
45
分
～
15
時

場
所

　

広
島
市
、
福
山
市
、
三
次
市

受
付
期
間

　

９
月
10
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

申
込
方
法

　

所
定
の
願
書
（
下
水
道
課
に
備

え
付
け
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
下
水
道
課
庶
務
係
へ
。

問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
庶
務
係

　

☎
22-

７
７
５
１

農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
制

度
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
一
般
財

団
法
人
広
島
県
森
林
整
備
・
野
業

振
興
財
団
）
が
農
業
経
営
の
規
模

縮
小
等
に
よ
り
農
地
の
貸
付
を
希

望
す
る
「
農
地
の
出
し
手
」
と
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て

い
る
「
農
地
の
受
け
手
」
を
つ
な

ぐ
役
割
を
行
い
ま
す
。

　

受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
可
能
な
農
地
に
は
一
定

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

産
業
振
興
課
農
林
水
産
振
興
係

　

☎
22-

７
７
４
５

日時 場所 講師

９月 27 日（木）
14 時～ 15 時 30 分

大乗公民館
城原胃腸科整形外科
院長　城原　直樹さん　ほか

10 月 11 日（木）
14 時～ 15 時 30 分

竹原西公民館
中島内科クリニック
院長　中島　英勝さん　ほか

10 月 11 日 ( 木 )
14 時～ 15 時 30 分

田万里公民館
大貫内科医院
院長　大貫　達也さん　ほか

10 月 18 日 ( 木 )
14 時～ 15 時 30 分

大井公民館
馬場病院
院長　馬場　広さん　ほか

在宅医療講演会「最期まで自分らしく生きるために」
～在宅医療とACP のすすめ～

　人生の終わりまで、あなたはどのよ

うに過ごしたいですか？もしものとき

のために自らが望む人生の最終段階の

医療・ケアについて考えてみませんか。

※ＡＣＰとは、「アドバンス・ケア・

　プランニング」のことで、今後の治

　療・療養について患者・家族と医療

　従事者があらかじめ話し合う自発的

　なプロセスを指します。

竹灯り製作　ボランティア募集

日時 場所

９月 21 日（金）
９時～ 16 時

バンブー公園多目的グラウンド横

９月 29 日（土）
９時～ 16 時

ＪＡ三原大乗選果場

　市制 60 周年記念「たけはら憧憬の路」を 10

月 27 日㈯～ 28 日㈰に開催します。つきまして

は、竹灯り製作ボランティアをつぎのとおり募

集しますので、多数ご参加ください。

内容　電動ノコによる竹切り、竹磨き、竹灯り

　の箱詰め・運搬

持参する物　不要となったタオル

※昼食・軍手は用意します。

※保険に加入するため、あらかじめ申し込んで

　ください。

問い合わせ　竹原地区医師会　☎２２-９３７７

　　　　　　健康福祉課介護福祉係　☎２２-７７４３

※参加料無料・申込不要です。

申し込み・問い合わせ

　９月 14 日㈮までに実行委員会事務

局（産業振興課観光振興係内　☎２２-

７７４５・FAX　２２-１１１３）へ。

※雨天の時は製作を中止する場合があります。
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れんらく板

とき
外科

（９時～
18 時）

内科・小児科
（９時～12時、
13 時～ 16 時）

9/23（日）安田病院

竹原市休日

診療所

9/24（月）馬場病院

9/30（日）安田病院

10/7（日）安田病院

10/8（月）馬場病院

10/14（日）馬場病院

◆初期救急
　（発熱・軽いけが等に対応）

◆休日（午前８時～翌朝８時）

とき ところ

9/23（日） 安田病院

9/24（月） 馬場病院

9/30（日） 県立安芸津病院

10/7（日） 安田病院

10/8（月） 馬場病院

10/14（日） 県立安芸津病院

◆第２次救急
　（緊急手術や入院を要するようなけがや急病等に対応）

◆平日（午後６時～翌朝８時）

とき ところ

毎週月・木曜日 県立安芸津病院

毎週火・土曜日 安田病院

毎週水・金曜日 馬場病院

問い合わせ

　竹原市休日診療所　☎ 22-7157

　安田病院　☎ 22-6121

　馬場病院　☎ 22-2071

　県立安芸津病院　☎ 45-0055

※必ず事前に連絡して受診してください。

※竹原市休日診療所では院内処方を実施しています。

　次の収集日に該当する地区は、休日収集または振

替収集を行います。

　◆もやせる物

　　９月 17 日（月）　→　収集します

　　９月 24 日（月）　→　収集します

　　10 月８日（月）　→　収集します

　◆もやせない物

　　９月 24 日（月）　→　９月 27 日（木）

　　10 月８日（月）　→　10 月 11 日（木）

　◆リサイクルする物

　　９月 17 日（月）　→　９月 20 日（木）　

　◆粗大ごみ

　　９月 17 日（月）　→　９月 18 日（火）

　　９月 24 日（月）　→　９月 25 日（火）

問い合わせ

　まちづくり推進課生活環境係　☎２２-２２７９

◆ごみの休日収集・振替収集のお知らせ 第６回　ひろしま神楽の日
　広島が世界に誇る伝統芸能“神楽”。広

島市、呉市、三原市、廿日市市、安芸高田

市、安芸太田町、北広島町から神楽団体が

集まり、各地域に伝わる神楽を披露します。

ぜひ、勇壮な神楽ばやしと華麗な舞をご鑑

賞ください。（無料）

日時　９月 29 日（土）・９月 30 日（日）

　　　第 1部　10：30 ～

　　　第２部　13：30 ～

　※両日とも 10：00 からオープニング。

場所　広島駅南口エールエール地下広場

問い合わせ　広島広域都市圏協議会“神楽”

　まち起こし協議会事務局（安芸高田市企

　画振興部政策企画課内）

　☎０８２６-４２-５６１２

所蔵品展　「とってもいいね！」
会期　10/ ８（月・祝）まで

　海外などでは写真撮影可能な美術館があり、近

年、日本でも増えてきています。所蔵品の中から

一部撮影可能な「とってもいい」美術作品を紹介

します。

入館料　19 歳以上 200 円（160 円）

　　　　18 歳以下・75 歳以上無料

　　　　※（　）内は 20 名以上の団体料金、

　　　　　JAF 会員

開館時間　9時～17時（入館は16時 30分まで）

休館日　月曜日（祝休日の場合は開館）

美術館
☎ 22-3558

▲尾形　光琳　「伊勢」
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９月
日 行　事 問い合わせ

12 水

13 木

14 金

15 土
認知症カフェ「梅一輪」
時　13：30 ～ 15：00　場　大井公民館　費　100 円

馬場病院在宅支援室
☎ 22-2071

♪おだんご作り
時　10：00 ～ 12：00　場　大井公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

16 日
17 月

18 火

♪こころすくすく　ゆったり子育てのおはなししませんか？
時　10：30 ～ 11：30　場　ふれあい館ひろしま

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

★歯っぴー健診
時　13：00 ～ 13：30 受付　場　保健センター　
対　平成 28 年６～７月生（対象児には通知）

保健センター
☎ 22-7157

19 水
★４～５か月児健診
時　12：30 ～ 13：00 受付　場　保健センター　
対　平成 30 年４～５月生（対象児には通知）

保健センター
☎ 22-7157

20 木♪みんなでおはぎづくり
時　13：30 ～ 14：30　場　ふれあい館ひろしま　費　200 円（１セット）

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

21 金♪わらべうたとおはなしタイム（・28 日）
時　11：30 ～　場　児童館

ゆりかご
☎ 22-1568

22 土
23 日
24 月高齢者交通安全講習会（17 ページ参照）

25 火♪ベビーマッサージ
時　13：30 ～ 15：00　場　竹原西公民館和室　※要申し込み（定員８組）

ゆりかご
☎ 22-1568

26 水

♪９月誕生会「みんなでおめでとう！」
時　11：15 ～　場　児童館　※要予約

ゆりかご
☎ 22-1568

●読書会
時　13:30 ～ 16：00　場　竹原市民館３階第５会議室　内　課題本『すべて

の見えない光』（アンソニー・ドーア／著）について、語り合いませんか？

図書館
☎ 22-0778

27 木

★あかちゃん講座
時　10：00 ～ 13：00　場　保健センター　対　妊婦とその家族　
内　テーマ「妊婦さんの栄養」（貧血を防ぐメニューの実習と試食 )　
持　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、ふきん　
講　栄養士・保健師・助産師　※９/25（火）までに要申し込み

保健センター
☎ 22-7157

★手形遊び
時　10：00 ～ 12：00　場　忠海公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

♪おでかけつくしんぼ～吉田屋へいこう～
時　10：30 ～ 14：30　場　吉田屋（忠海）　費　100 円（保険料）　※要予約

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

28 金

♪にこにこバースデー～生まれてきてくれてありがとう～
時　10：00 ～カード作り、11：00 ～お誕生会　場　ふれあい館ひろしま
内　小さい時・生まれた時の写真を持って遊びに来てね！

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

★ベビーマッサージ
時　10：30 ～ 12：00　場　人権センター２階和室　
持　バスタオル・水分補給できるもの

ミルクハウス
☎ 26-2845

29 土
30 日

★
：
保
健
行
事　

●
：
図
書
館
行
事　

♪
：
子
育
て
わ
く
わ
く
情
報　
　
　

時
：
時
間 

　

 

場
：
場
所 　

 

対
：
対
象 　

内
：
内
容　

 

費
：
費
用 

　

持
：
持
参
す
る
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施設の移転について
　水道課・下水道課が９月 18 日（火）から市役所分庁舎（旧広島法務局竹原支局）へ、

社会福祉課（福祉事務所）が９月 25 日（火）から市役所本庁１階へ移転します。

問い合わせ　公共施設整備調整課整備調整係　☎２２-２２８３



 広報たけはら　2018.9.5 20

れんらく板

第 64回竹原駅伝競走大会
出場チーム募集

　

月　日 小学校区
日程

受付及び
視力検査

診察
聴力
検査

10/15 ㈪ 竹原・東野
12：40

～

13：00

13：00

～

13：45

診察が
終わり
次第

10/16 ㈫ 大乗・荘野・吉名

10/17 ㈬ 忠海・中通・仁賀

10/18 ㈭ 竹原西

 新小学１年生健康診断

※該当日に受診できない場合は、他の診断日でも受診可能です。

※健診場所を変更しています。ご注意ください。

問い合わせ　学校教育課学事係　☎２２-７７５３

就学援助（新入学用品費）
入学前支給のお知らせ 掲載申し込み随時受付中！ 

問い合わせ 企画政策課 ☎ 22-0942

【注意】この欄は、市民のみなさん相互の情報交換の場です。
掲載行事等は、市の主催ではありません。日時・会場・内
容等は各主催者によくご確認のうえご自分の責任で参加し
てください。

★千十年目の源氏物語
　～朗読と能楽のコラボレーション～
　11 月１日（木）の 13 時 30 分から開演します。

　場所は照蓮寺本堂で、入場料無料、申込不要。

「源氏物語」の原文を朗読。源氏物語 54 帖を織り

込んだ『源氏供養』と「能の花」から『芭蕉』の

舞囃子２番（三番目物）。

　詳しくは、源氏物語千年紀からの能楽をたのし

む会・代表反田（☎ 26-2093）へ。

人権擁護委員について
　７月１日付けで法務大臣から委嘱された人

権擁護委員を紹介します。

　塚原　きみ江さん

　福光　多榮子さん

　人権擁護委員は、市民のみなさんから人権

相談を受けたり、人権について関心を持って

もらえるような啓発活動を行っています。

●経済的に困難な場合の支援制度です。

　平成 31 年４月に市内小中学校、義務教育学

校前期課程に入学及び義務教育学校後期課程に

進級予定の児童生徒の保護者に、新入学に必要

な経費を入学前に支給します。

対象者　市内へ在住し、市内小中学校及び義務

教育学校へ入学・進級を予定している児童生徒

の保護者で、就学援助の要件を満たす人。

申請方法

　申請書は、新入学・進級予定の学校または学

校教育課へお問い合わせください。

申請期限　11 月 30 日（金）

　　　　　※平成 30 年度の認定者は申請不要

提出先

　入学・進級を予定している学校または学校教

育課

※１月中旬に支給予定です。

支給額

◆小学校・義務教育学校入学予定者

　４０，６００円

◆中学校・義務教育学校進級予定者

　４７，４００円

問い合わせ　

　学校教育課学事係　☎２２-７７５３

　平成 31 年４月の小学校入学に備え、新１年生になる子

どもの健康診断を行います。

　該当する保護者には、９月 30 日（日）までに通知します。

通知が届かない場合は、お問い合わせください。

受付時間　12 時 40 分～ 12 時 55 分

場所　保健センター

駐車場　保健センター駐車場及び市役所職員駐車場

日時　10 月 28 日（日）

　　　開会式　９時～

部門

　郡市、一般男子、一般女子（オー

プン）、　中学生男子、中学生女子

コース

　賀茂川中学校（発着）

　　～仁賀町（折り返し）

参加費

　３，０００円

　※一般女子と中学生は無料

申し込み・問い合わせ

　９月 25 日（火）（必着）まで

に、文化生涯学習課（☎２２-

７７５７）へ。
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１０月
日 行　事 問い合わせ

１月

２火
★もぐもぐ教室
時　9：45 ～ 10：00　場　保健センター　対　５か月～１歳５か月児　
内　かむ力を育てる（調理実習・試食）　※定員あり、9/27 ㈭までに申し込み

保健センター
☎ 22-7157

３水

４木

５金

♪タッチセラピー～おーちゃる～
時　ねんねちゃん 10：00 ～ 11：00、あんよちゃん 11：00 ～ 12：00
場　ふれあい館ひろしま　※要予約

ふれあい館ひろしま
☎ 22-9100

♪わらべうたとおはなしタイム（・12 日）
時　11：30 ～　場　児童館

ゆりかご
☎ 22-1568

６土
７日 第 43 回市民体育大会（開会式）

時　８：30 ～　場　バンブー体育館
文化生涯学習課

☎ 22-7757

８月

９火

★はじめての離乳食教室
時　10：00 ～ 11：30　場　保健センター　対　６か月未満児の保護者
内　離乳食の調理体験　※ 10/3 ㈬までに要申し込み。（定員８組）

保健センター
☎ 22-7157

★こどもの広場～身体計測と育児・栄養・母乳相談～
時　10：00 ～ 11：30 受付　場　保健センター　対　乳幼児と保護者

保健センター
☎ 22-7157

10 水 ★１歳６か月児健診
時　12：30～13：00受付　場　保健センター　対　平成29年２～３月生（対象児には通知）

保健センター
☎ 22-7157

11 木 ♪お寿司屋さんごっこ（食べられないけど）
時　10：00 ～ 12：00　場　大乗公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

12 金 認知症カフェ「よってみんさいカフェ」
時　13：30 ～ 15：00　場　多機能型事業所あさひサロンスペース　費　100 円

竹原病院地域医療福祉連携室
☎ 22-0963

13 土

●絵本の会
時　11:00 ～ 11:30　場　児童図書コーナー　内　絵本の読み語り　対　どなたでも

図書館
☎ 22-0778

♪子育て講座
時　10：30 ～ 12：00　場　中通公民館

ミルクハウス
☎ 26-2845

♪卓球をしようパート１
時　10：30 ～ 11：50、13：30 ～ 15：30　場　児童館
対　小学１年生～中学３年生　費　無料

児童館
☎ 22-0420

14 日
15 月
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土
21 日
22 月
23 火
24 水
25 木
26 金

27 土
●第 33 回文庫まつり「おはなしひろば」
時　14：00～ 15：00（開場 13：30）　場　中通公民館　内　ブラックパネルシアター、
絵本の読み語りなど。みんなで、一緒におはなしの世界を楽しみましょう。

図書館
☎ 22-0778

町並み竹灯りーたけはら憧憬の路ー
時　17：00 ～ 21：00　場　町並み保存地区周辺

産業振興課
☎ 22-7745

28 日 第 64 回竹原駅伝競走大会（20 ページ参照）
29 月
30 火
31 水

今月の納期限　10 月１日（月）

◆国民健康保険税…第３期分　◆後期高齢者医療保険料…第３期分　◆介護保険料…第３期分

　口座振替の登録をされている人は、口座振替日の前日までに残高の確認をお願いします。
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子育て世帯向け賃貸住宅　入居者募集！

●残り７戸です！

　現地見学も行っています。お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　都市整備課住宅建築係　☎２２-７７４９


